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日本産タマムシ科概説 (17)
黒 沢 良 彦

42. Genus T fach:ys FABRIcIus, 1801 チ ビタ

マムシ属
ヨーロッパ産の Trachys minuta LINNE,  1758

( ヤナギチビタマムシの原亜種) を模式種としている。
全世界に約600種を産するが, その大部分はアフリ
カと , インドとインドシナ半島を中心とする東洋熱
帯に産し, 旧北区にはョーロ ツパ

から中央アジア, 北アフリカなど
にかけての地城に約40種,  日本,
中国などの極東地城にやは リ約40
種を産するが, 新大陸では中米と
南米からわずかな種類が記載され
ているだけで, これらの種類も恐
らくは別属の Neotrachys OBEN-
BERGER,1923 かその近似の属に移
さなければならないであろう。 熱
帯アジアではインド'から, ポルネ
オ, スマトラを中心としたスンタ°
ランド, フィリピンなどには極め
く多くの極類を産するが, 小スン
タ諸島, セレベスなどワレス線の
外側の地域には極端に種類が少な
く , ニューギニアやオーストラリ
アには1 種も発見されていない。
この点, 前述のヒラタチピタマム
シ属 Habro1omaがニューギニア
bオーストラリアにも分布してい

は, 琉球列島に種類数が極端に少なく , 海流によっ
て分布を拡げたと考えられるオオタンタラチビタマ
ムシ T di laticePs GEBHARDT ただ1 種を産する
だけである点に注日する必要がある。恐らく , チビ
タマムシ属はアフリカ大陸に起源を持つもので, 直
接北に侵入したものがョー ロツパを中心とした地域

の種類で, インドを経て, 中国中

るのとは極めて対照的であ る。恐 第20図 シナノキチピタマムシ 1 亜種を種として認め,  l 極を2
らくはチビタマムシ属 「 rac s 「「aChyS au「1fua SOLSKY 種に分割した方がよいと考える様
はヒラタチビタマムシ属 Habro- (黒沢, 1959) になったので, 22種1 亜極とした
lema よりは新しい起源のものであろう。旧北区の 方がよいであろう。また, ヨーロッパの博物館にあ
種類は, 前述の通り, 中央アジアから西の地域と極 る模式標本を調べた結果, 原記載だけに頼った私の
東地域の2 地域だけに集中し, その中間のドルキス 同定には多くの誤があることに気付いた。今回はそ

タンからモンゴルを経て満洲の中西部に至る地城に の結果に基いて, 種名を大◆富に変更したので, 従来
はほとんど見られない。 また, ョーロツパのものと の図鑑の中で示した学名とはかなり異つているが,
極東のものは, ヤナギチビタマムシやクロチビタマ この点ご諒承願いたい。
ムシなどを除けば, ほとんどの種類は全く系統の異 全部の種類が潜葉性で, 初夏の に新葉の葉肉を
なる種類が大部分を占めている。 また, 極東地域で 袋状に食害し, その中で蛹化して7 月下旬から8 月
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南部に侵入し, 最近の地質時代に
なって口本にもf ｷ入して来たもの
が極東地域の種類であろう。琉球
列島は元来本属の分布範囲外であ
ったと推定されることも, この考
えの根拠である。
日本には22種を産するが, この
数は, フランスの8 種を筆頭にし
たョー ロツパ各国の種数に較べる
と著しく多く , 台湾産の種数をも
凌駕し, フィリピン産の種数に匹
敵する。 しかし, インドシナ半島
の57種には通かに及ばない。 この
ことも, 本属が, インドをかなめ
にして, 東南アジアと極東に分布
を拡げたものであることを物語っ
ていると思う。
私は1959年に琉球列島を含む日
本産の本属をまとめ, 20種2 亜種
を記録したが, その後, その中の
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にかけての に羽化して来る。新成虫は一時食革の
葉上に見られるが, すぐ体日民に入り, 習春の新葉の
候に再び現れる。越冬場所は, 樹皮下がよく知られ
ているが, 朽木中, 落葉下, こけの下などにも港り
こむ。 しかし, 越冬場所の記録のある種類はごくわ
ずかである。

1. 「. a n'coi hs E. SAuNDERs, 1873 ク ズノ

チ ビタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 佐渡, 四国, 九
州, 対馬, 屋久島, 種子島).  中国,  台湾, インド'
シナ半島, ビルマ, インド' (北東部)。 体長3.5一
内外, 頭胸部は店金色, 金色の毛で覆われるが, 1111

に毛が白化するものが
ある。 (ab. osaωal Y.
KUROSAWA, lg5g )o
翅輔は黒色で銀白毛か
らなる斑紋があるが,
111色部には目立たない
fnい毛がある。 関東地
方から西の地方では普
通に見られる種類であ
るが, 東北地方中部で
は少なく , 私の知る限
りではその北限は要目

第21図 クズノチビタマムシ 本では山形県庄内地方,
TrachyS au「iCo11iS E・ 表日本では岩手県宮古

SAuNDERS 地方である。台湾のも
(北隆館, 日本 虫図鑑, 1950)  のは北部のものは日本
産のものとそれ程変りないが, 南部のものは翅報の
色が紫銅色を帶びて来る。もし, これを亜種として
認めるならば, sauten KERREMANS,1912 が亜種名
として用いられる。 なお,  本種の和名はキンイロ
チビタマムシとなっていたが, 金色とは縁速い色彩
をしているので, 北隆館の日本 虫図鑑1950年版で
は加書植物のクズを加えたクズノチビタマムシとし
た。 ノを加えたのはクズを異つた意味に解釈しない
ための配 である。

2. T auri f tua SoLsKY, 1876 シナノキチ ビ

タ マ ム シ 分布 : 日本 (本州),朝鮮, 満洲, シベリ
ァ東部。体長4.1~5.2 - , 日本最大の種類で, 頭胸
部は真Dl色,  翅軸は銅色,  後方に行く程紫色が強く
なるが翅端はまた銅色, 毛斑は銀白で強く波曲し,
基部と翅端部に淡黄色毛を散布する。 加害植物はオ
ォバポターイ ジュ n h'a man'moωicziaM であるが,
稀にシナノキ nha faPomcaにつくこともある。
稀な種類で, 分布範囲も狭く, 数本の木に限られる
ことが多い。山形県, 福島県会津地方, 新潟県, 福
并県など英日本に限られる。 1959年に私は本種を新
種と考え, T tiliae n. sp. としたが, その当時か
らfli t理 していた通り, 沿海州から記載された T-
aun f tua SoLsKY, 1876 が本種に当ることを1973
年に確めたo J. 0BENBERGERのコレクションの中
には満洲の Erzendjanzsy 産の1頭と, 北朝鮮清
津産の3 頭の本種と束シベリア産の T・ semenoυi
OBENBERGER, 1929 キタ ト'ウイロチビタマムシ1 頭
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が混つていた。 アムー ルから記載された Brachys
Onchal cea KIEsENwETTER, l879 は本種のシノニ
ムであるが, A. THERYが 1942 年に本種のシノニ
ムにした, やはりァムー ルから記載された T amu-
n cola OBENBERGER は,  その模式標本を見たら,
本種ではなく , キタト'ウイロチビタマムシに似た種
類であったが, キタドウイロチビタマムシとは斑紋
の様子が若干異つていた。 或いはこの種類の異常的
なものであるかも知れない。

3. T. cunei fera Y. KUROSAWA, l959 クサビ
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チ ビタ マムシ 分布: 日本(本
州)。  体長 3. 7 M,   クズノチ
ビタ マムシ 「. a nco lhs と
ソー ンター ズチビタマムシT・
saundersi の中間のような形
をしていて, 色彩, 斑紋など
はソー ンター - ズチピタ マムシ
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第22図 クサビチビタ に似ている。前胸腹板突起の
マムシ 形は前種に似ている。福島県
「

K

cite「a
会津若一松市小田山で私自身が

(,1.1沢, 1959) 採集した l 頭に基いて記載し
たものであるが, aurico11is と saundersi 両種の
l 代雑種である可能性が強い。 採集地の付近には両
種共生息していたし, その後本種の採れたことを聞
かない。

4. T. cupnco1or E. SAuNDERS, 1873 ドウイ

ロチビタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州)。
体長4.0一内外, 頭胸部は真 c1色,  翅軸は美しい銅
色, 雄は多少紫色を帶びる。翅輔の銀白色毛斑は翅
端部の2 本が波曲が弱く両者ほぽ平行し相接近する
点で, シナノキチビタマムシと一見して区別できる
が, 毛斑が剥脱すると区別は困難になる。 原記載に
は産地が明記されてない。 G. LEWISの第1 回の採
集品であるから, 神戸付近か, 長崎付近のどちらか
であるが, 九州では本種は極めて少なく , しかも中

北部の山地に限られてい

第23図 ドウイロチビタマ

エシ

Trachys c“pricolor
E. SAUNDERS (黒沢, 1950)

2  -

る様であるから, 恐らく
は神戸付近であろう。 大
英博物館にある模式標本
は9 で, Japanというラ
ベルと LEWIS の標本が
大英博物館に入った時を
示す G. Lewi s l910 -
320というラベルが付い
ているだけである。 加害
植物はケヤキで, 関東以
西の主として山地に発見
されるが少ない。 私の検
した標本の北限の産地は
東京都奥多摩町日原であ
るが, 高尾山や御裁あた
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りでも発見できる。 しかし, 北関東の山地になると
もう以前は同種と考えていたが, 紫色が強く , やや
果味がかって見える別種, キタドゥイロチピタマム
シ T. semenot't OBENBERGERになってしまうo 国
内では, 南限の産地は九州中部の山岳地方と考えら
れるが, 国外では, 台湾南投県南山渓産の1 頭を検
した。  しかし, 大性の標本は全部 semenoυi ばか
りで本種を検したことがない。 三輪勇四郎, 中条道
夫両博士は 「日本産輔翅日分類目録」 の中で台湾か
ら記破された T. sautert KERREMANs, 1912を本種
c ncoior (目録の中では c gPn'corns  と誤つてっ
づってある) のシノニムにしているが, これは誤で
ある。

5. T di laticepsGEBHARDT, 1928 オオタンダ
ラチ ビタ マムシ 分布 : 日本 (佐多由中, 屋久島, 種
子島), 琉球 (奄美話島, 沖細話島,  八重山諸島),
台湾, 中国。体長 3.3~4.8 M,  タンタラチビタマ
ム シ 「. υanoian's E. SAUNDERs に似てぃるが,
大形で,  翅軸の毛斑が単調で サシゲチビタマムシ
T robusta E. SAuNDERs の毛斑に似ているが,
より濃色である点で区別でき, サシ f チビタマムシ
からは翅軸の地色がn、味を帶び, 時に紫色や淡い店
金色を;lfびることがあるが, サシゲチビタマムシの
様に店金色や真Dl色のことはなく,  前胸背の側緑が
後緑角の前方で曲 り, 直線的でない点で区別されるc
要するに, タ' ンタ'ラチビタマムシとサシゲチビタマ
ムシの中間に する種類で, この3 種は疑いなく
一つの種群を形成するものである。 私は1959年に屋
久島産の標本に基き, タンタ'ラチビタマムシの1 亜
種 T robusta robustisstma として記載したが,
その後, 北は九州南端の佐多岬から琉球列島の全域
を経て台湾に至る地城に広く分布していることを確
めた。 更に中国大陸の中南部にも産することを確め,
恐らくは中国から記 されたどれかの種類に当るの
ではないかと考えていた。 1973年波欧の際にこの点
に注意していたが, GEBHARDTによって中国の浙江
省杭州から記載された T dilaticePsが本種に当る
ことを確めた。  また,  北ベトナム ( トンキン) の
Fai- Tsi -Long から記載さ れた 「. mi rt i Jh
OBENBERGER, 1929 も間違いなく本種と同一種であ
る。 加書植物はシイ類であるので, 本種の幼虫を含
んだ生葉のついた技が海流によって連ばれることも
考えられる。 琉球列島は本来本属の種類の分布圏外
であったのに, 本種が海流によって他より連ばれて
来て侵入したものであろう。 草本や落葉樹の葉に潜
入する種類では, 源流中に海水の侵入を受け易く と
ても本種のような分布形式をとることは不可能であ
る。

6. T gnseofasciata E. SAUNDERs, 1873 ナ

ミガタチ ビタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九
州)。体長3.4~4.1 - , 地色はチョコレート様褐色
で銅色を帶びる。 翅鞘は一面に褐色毛で覆われ, そ
の中に銀白毛からなる帶状故がある。 原産地につい
ては, 原記載には Japan とある以外に詳しい記述
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がなく , 大英博物館の模式標本にもそれよ り詳しい
産地を,1、すラベルがないが, G. LEWISの第1 回の
採集品であるから長崎付近か神戸付近であると考え
られる。  しかし, 私の知見では, 前者は本種のみを
産し, 後者は主として酷似種のヤノナミガタチビタ
マムシ T y an ol Y. KUROSAWA の分布因である
が, 本種も混在する。従って, 後者産のものに基い
て記載された場合には1959年に私が分離した本種と
yanoi  とは関係が逆転し, 本種には別の種名を考
えなければならなくなる。 そこで, 大英博物館にあ
る模式標本が間題になって来るが, 問題の模式標本
は Syntype と指定された2 頭で, 共に間違いなく
本種で, yanoiではなかった。模式標本の産地は,
ラベルには Japan  とだけあるものの, 恐らくは長

崎だろう。
以上の通り, 本種は極東地域では最も古く記載さ
れたチビタマムシ類の1 種で, 中国大陛やインド' シ
ナ地域の種類でもこれより古く記 された種類はな
く , その学名については間題が起る替は全くなかっ
たのであるが, SAuNDERs に次いで古く日本のタマ
ムシ類を記載したG. LEWISが, 彼の記載の後に付
けた日本のタマムシの目録の中で, 本種を T. sub-
bicornts MoTscHULsKY, 1860のシノニムにしてし
まったので, 両者に基いた後の学者の学名の取扱い
に著しい混乱を生じさせてしまった。MoTscHuLSKY
により記載された subbicorntsは, 前1一の Habro-
1omaの項で触れた通り,   Trachys 属の種類では
なく Habrotoma属の種類で, 本種にその名を当て
るのは誤である。 しかし, LEWISの扱いはその後,
OBENBERGERに引き継がれ, 彼がl918年に旧北区の
Trachys属をまとめた時も,  1937年に Junkの甲
虫日録のチビタマムシ類を出版した時にも 9 r t seo-
fasaataは s g00fcorm sのシノニ �になっている
一方,  日本では,  故松村松年博士は,  後に述べる
yanoi を含む本種を gnseofasciata とした。 これ
は SAuNDERsの原記載に従い,  LEWISの後の目録
を見落したためと思われる。 一方, 故湯浅啓温博士
はやはり yanoi を含めた本種にsubbiconus を当
てたo これは, LEWISの目録と, OBENBERGER の
1918年の扱いに従ったものと思われる。 ここまでは,
本種と yanoi を含む当時の 「ナミガタチ ビタ マム

シ」は1 種と見做されていたので, 単なる学名の相
異だけで, それ程混乱もなかったが, 1936年に三輪
勇四郎, 中条適夫両博士が刊行された 「日本産轄翅
目分類目録」 の中で, 両種をそれぞれ別種として取
扱い,  gnseo/asa'ata (gn'saf asciata と誤植され
ている) は北海道, 本州, 四国に分布し, subbicor-
m s は北海道, 本州, 四国, 九州, 朝鮮, 中国, 台
湾, シベリァに分布するとしたために, 両者は別な
種類で, 分布まで異なることになってしまった。従
って, 外国では異名として扱われている種名が, 日
本ではそれぞれ別な種類として存在するというおか
しなことになってしまった。これは, 松村, 潟浅両
方に気兼ねした全くの政治的な扱いであって, 後述

- 3 -
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する gnseofasciataと yanoi の混同には全く無関
係である。

1952 年に矢野俊郎氏はいわゆる gnseoy'asa'ata
ナミガタチビタマムシと称されている種類の幼虫を
調べ, その形態にはっきりした2 型のあることを確
めた。この報告に基き私はいわゆる 「ナミガタチビ
タマムシ」 を再検討した結果, 成虫の形態にも, 体
表がチョコレート色をし銅色光沢があり, 頭糖が0富
広く , 長さの約2倍あるものと, 体表が明るく , 唐
金色を帶び, 頭橋の幅が狭く , 長さの約1.5 倍のも
のの2 型があることを確めた。 LEWISの採集地や
SAuNDERsの原記載などから, 私は前者をgnseofas-
clataと考えたが, 後者は, その原記載から subbi-
cormsとは全く別物と考えたので, 大陸から記載さ
れた他の種類の中に当るものはないかと探したが,
当るものがなく ,  仕方なく ,  新種として記載し,
yanoi とした。
本種の加害植物は主としてムクノキで時にェノキ
にもつくが, yanoi の様にケヤキにつく ことはない,
九州には普通であるが, 表日本では関東地方の沿海
地方が北限で, 英日本では新潟県が北限である。 海
外産の標本は見たことがないが, 北ベトナムから記
載された T. subbicornoides OBENBERGER, l918が
どうやら本種に当る様な気がする。 朝鮮や中国の標
本は若干見ているが, すべて yanoiの方であった。
OBENBERGERのコレクション中にあった上海の標本
も全部 yanot であった。 彼はこの標本を subbicor-
ms と思い, 真の gnseofasciata に subbi corno i-
des という新名を与えたものと思われるが, 彼が当
時 gnseofascfata (=sl‘00icor M des) と yanof
( = subbicorms)  を区別していたとすればその種の
選別限に敬順せざるを得ない。 subbi cornoides の

模式標本は0BENBERGERのコレクション中には見当
らなかったが, どうやらパリの国立自然科学博物館
にあったらしい。 この事を知つた時には既にパリか
らプラーグに廻つてしまった後で, 後の祭であった

7. T. inconsPicua E. SAUNDERs, l 873 ウメチ
ビタ マムシ 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州, 対馬)
朝鮮, 中国。体長2. 5M内外, 地色は暗い銅黒色,
店金色を帶びるものもある。 翅軸の毛斑は銀白色,
後方の2 帶だけややはっきりしている。加害植物は
ウメとァンズ, 時にスモモにつくこともある。西日
本に多い種類で, 私の知る分布北限は福島市。模式
標本の産地は Japan とあるだけで, どこか判らな
い。 しかし, やはり LEWISの第1 回の採集品であ
るから長崎付近か神戸付近のどちらかであろう。
T. ogumensis OBENBERGER, 1924 オグマチビタマ
ムシは本種のシノニムである。 その産地は09uma,
Kiushu となっているが,  Ogumaは地名ではなく
故小熊 博士のことで, 同博士の九州の採集品であ
る。 また, 朝鮮のソールから記載されたT ga11oisi
OBENBERGER, 1940 も本種と同一種である。中国か
らの記録は私の1959年の記録以外にない。 私は湖南
省新化県産の1 頭 (白畑孝太郎氏採集) を検した。
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同時に私は中国の江西省
から記載されたT daυi-
d:s FAIRMAIRE, l888 を
その記載のみから判断し
て, 本種のシノニムとし
た。  しかし, この dat'i -
dis の Type と称する
標本は大英博物館とパリ
の国立自然科学博物館の
両方にあり, 前者にある
ものは F AIRMA IRE の記

第24図 ゥメチビタマムシ 載に一致するもので, 記
Trachys conspicua E. 載にある様に T minuta
SAuNDERs (北隆館, 日本 L INNE t758ヤナギチビタ
民虫図鑑, 1950) マムシにごく近いもので,
本種 inconsPlcuaとは異る種類であったが, 後者に
あるものは Trachys属ではなく ,  Habro1oma属
のものであった。従って, どちらが真の typeであ
っても, 私のl959年の扱いは誤であるが, 私の考え
では, 大英博物館にあるものが真のdaυidisの模式
標本で, パリ国立自然科学博物館のものは, 同時に
記載された T marginico11is FAIRMAIRE, 1888 の
模式標本と同一種と考えられるので, 何らかの誤で
margzmcolh's の模式標本の一 部に誤ったラベルが
付けられたものと考えてよいだろう。

8. T. inedita E. SAuNDERs, l873 マルガタチ

ビタマムシ 分布 : 日本(本州, 四国, 九州)。体長
3.0一内外,  体型は短太, 精円形で, Iii部の実出は
弱い。 地色は暗い唐金色, 翅 は金褐色と銀白色か
らなる複雑な毛斑で一面覆われる。 加害植物はムク
ではないかと考えられているが, はっきり確められ
たわけではない。 冬期ヶヤキやムクの樹皮下でよく
越冬している。 西南日本に多い種類であるが, 本州
中部では少なく , 私の知る限り北限の産地は東京で
ある。国外の分布は, 中国, 台湾, ベトナム, フィ
リピンなどに酷似種が広く分布していて, これらを
比較してみないとはっきりした分布を知ることが出
来ない。  しかし, 目下の所資料不足でそれが出来な
いでいる。原産地は例によって Japan だけで, ど
ことも判らないが, 本種は長崎に普通に見られるの
で,  LEWIS の第1 回の採集品である限り, 長崎に
間違いないと考えている。 私は1959年にウツギにつ
く別の種類が i nedi ta SAuNDERs, 1873 に当るも
のと考え, 本種に新名 oυlformis を与え新種とし
て記載した。 しかも, 御丁寧にも, 模式標本の産地
を長崎としたが, 大英博物館の模式標本はsyntype
と指定された Japan産の3 頭の本種であった。 こ
の誤りは, 従来アカガネチビタマムシと称された種
類のイメージが私の頭の中に大きな圧力となってい
たからに他ならない。  私が inedita とした種類は
tsushimae OBENBERGER, 1922 としなければならな

い。従って私が tsushimae とした種類も別な名が
必要になって来るが, これらは順次それらの種の項
で説明することにする。 しかし, 和名は学名に従つ
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て移したり, 新名を用意したりするとひどい混乱を
招くのは必至であるので, なるべく従来の名を残す
ことにした。 この点で私は中根猛彦博士の意見 (民
虫と自然, 1976, 11, (4), P :3) に資成で, ずっと
この意見を通して来たっもりである。 無暗に新名を
創りたがったり, 己の命名した種名にいつまでもこ
だわったり, よく理解もしないで, 規約をたてに新
名を付けたりする態度は, 分類学を毒しこそすれ,
それを発展させるには常に負の力として働くことを
心に銘記すべきであろう。 自然は常に一つであり,
命名されるためにあるものではない。ましてや, 己
の命名した新名が, 他人によって消されるのは, 意
見の相異であるから仕方ないことであって, その報
復を考えるなどは言語同断である。

9. T 'ninuta (LINNE, 1758) ヤナギチビタマムシ

分布 : 日本(北海道, 本州, 佐波, 四国, 九州), 朝
鮮, 満洲, 中国, シベリア, ヨーロッパ。体長 3.0
~ 3.8 M, 頭胸部は紫銅色, 時に黒味がかったり,
紫色になったりする。 翅軸は.fit、色, 多少紫または青
色を帯びるが, 時に美しい青籃色になることがある。
基本型は全体が暗銅紫色のものであるが, 変化が多
い。  5 異常型が命名されているが, 個体変化が多い
本種のいろいろな体色にそれぞれ命名していたら限
りがないのでここでは全部省略する。 加害植物はヤ
ナキ'類であるが, ヨーロッパでは他に 、シバミ属,
ニレ属, ナナカマド属などの植物につく記録がある。
ただし, これらの記録はいずれも怪しいもので, や
はりャナギ類がその主なものであろう。  私の東北
地方での経験ではヤナギ類の中でも , シタ レヤナギ
やコリヤナキ', タチヤナギなど細葉の種類は余り好
まず, キッネヤナギやバッコヤナギのような広葉の
種類に多くついていた。西日本では少なく , アカメ
ャナギに多くつく。満洲から記載された T mand-
junca OBENBERGER,  1917  の模式標本は本種の小
型で白帶の明瞭なものであった。 また 0BENBERGER
のコレクション中には T minuta jureceki という
名が朝鮮元山産の標本に付けられていたが, この名
はどこに何時記載されたのか私ははっきさせること
が出来なかった。 これ
らは minuta の中に
含めて区別する必要は
ないであろう。 日本産
のものは, 大陸産のも
のに較べて, 翅 の点
刻が弱く粗で, 一見光
沢が強い感じがするの
で, 亜種として区別し
てよいであろう。 この
場合G. LEWISが箱根
宮の下から記載した

rachys sah'cis LE-
wIs, 1892 が, 亜種名
として用いられる。 大
英博物館にあるsaticis

第25図 ヤナギチビタマムシ

Tr achys minuta sa11cis
LEWIS (北隆館,  日本民虫
図鑑, 1950)
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の模式標本は2 頭あり, 共に同じラベルがっけられ
ている。 このうち左側のものは正しく記載通りのも
のであるが, 右側のものは私が inedita としたァカ
ガネチビタマムシ T.  tsushimae OBENBERGER,
1922 であった。 従って,  将来混来を招かないため
に左側のものを早急に lectotype に指定する必要
があろう。 なお, 本種は Trachys属の模式標本で
あるが,  LEWISがなぜ saticis を北米や南米に分
布する Brachys  属にしたか理解に苦しむ。  Bra-
chys 属は新大連に多くの種類がある属で, 一見チ
ビタマムシ属に似た形をした種類が多いが, 中胸腹
板に明瞭な触角1桙ｪ�る点ではっきり異なるグル
プに属するもので, このグループは主として新大陸
に分布する。 (国立科学博物館)

Senca saωadai (NoMURA, 1959) に
ついて

沢 田 玄 正

本種名は桐朋学報,  No 9, p 43, 1959 に
0Phthalmosenca saωadai としてNoMuRAが
与えたものである。 そしてその synonymy に
もあるように, こ れは Serica booOs, var.
takagii SAwADA, Nippon-no-KOchu, 1, 1,
P・ 18, 1937 に対して与えられたものであるこ
とは明瞭である。
現行の国際動物命名規約 Article 45 (e) (i)
は頭初(1961) のものでは疑間が残るので, 1972
年に後半が附け加えられて次の如く改fJされて
いる。

Before l961, t he use of ei ther of t he
te r ms “variety” or “ f or m” is no t to be

interpreted a s a n e x p ress st at em en t of
either subspecific or infrasubspecific rank,
and their use is therefore to be interpreted
a s denoting subspecific rank.
従って上記の S i c a o o p s , va r . f a agzf

Sawada, l 937 は Ser ica hoops takagi i
Sawada, 1937 と解釈されるべきであり, 且つ
Article 17(9) によってその名は availableで
ある。一方“takagii”を種の rank  と見るか亜
種の r ank と見るかは分類学的なことで, 命
名法上の“takagi i”は species gr oup n a m e

として avai lable であるから,  もしこれを種
として認める場合は次の如く取扱われるべきと
思う。
Sen'ca takagii SAwADA

Serica beeps, va「. takagii SAwADA, 1937
OP thal mosenca saωada NoMuRA, 1959
Ser;ca sau'adai : NoMURA, 1972

(東京農業大学)
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1975年7 月, 九州大学
農学部の根原寛氏は屋久
島から北西へ約70kmに
位置する黒島を調査され
たが, 筆者は果沢良彦
士を通じてその時のハナ
ノ ミ科標本を讓り受ける
ことができた。従来, 黒
島においてはハナノ ミ科
の記録はまったく知られ
ていなかったことに加え,
きわめて興味深い種類が
含まれていたのでここに
報告しておきたい。 これ
に先立ち, 常Fl 1'flから
者に御教示下さっている

黒沢良彦博士と野村at氏
ならびに組原寛氏, およ
び屋久島産の貴重な標本
を恵与された上取幹夫・
秋山秀雄両氏に誌上をff
りて厚く感謝申しあげたし
1 . クリイロヒクニハナノミ

fi s KONo
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熊毛諸島のハナノ  ミ について

高 桑 正 敏

a
c

a

G it'pa azl - 1a, 6 (黒島産) b. G ' l Pa ma1accaMa ,1i o ,I l e a 9 C・ l島産
Gl lPa sp. 6 C.n:島産) d a '1Pa sp. 9 (屋久島産 )

Hi gehananomia patpa-

1 , 黒島, 23. vil. 1975, 根原寛採集。
2 . サタオビハナノ ミ GliPa azumai NAKANE

1 3, 黒島, 25. vil. I975, 原寛採集。
本種は九州佐多自中で1949年に得られた1 頭(3 ) を
基に記載され, その後はつい最近の筆者の八重山語
島西表島からの報告があるのみであった(ELYTRA,
3 , P. 16,  Pl 3, fl9. 1, 1976)。  西表島産の個
体は, 佐多岬のものとは上翅中央の環状紋の形が一
見して異なるために別亜種とするのが要当であるが,
今回の果島産の個体は斑紋については佐多岬のもの
と差がなかった。
3 .  コウトウオビハナ ' ミ GliPa malaccana

m mCa NOMURA
1 9, 黒島, 24. vil。1975, 根原寛採集。

4 . Gh'Pa sp .

1 3, 黒島, 25. vii i975, 組原寛採集。
この日本未記録種は屋久島にも産する。 屋久島産
のものも未発表だったのでここに併せ発表する。

1 6 , , 屋久島糖川 (たぶがわ) , 11. vi i i 961,
K. UEDA採集 (野村鎮氏蔵) ; l 3, 屋久島宮之浦,
30. vii i975, 上坂幹夫採集 ; 1 9, 屋久島宮之浦,
23. vii i975, 秋山秀雄採集。
本種は上翅の紋様は前種とほとんど区別できない
ほど似るが, クニニタリア Paramere が太短く先端
%が黒化することで, また次によっても容易に分け
ることができる。

し黄褐色

、

、、

a. 体は細長い ; -oの前脛節は内方へ強く ] ;曲す
る ; 複眼に長毛を密生する ; 尾節板は長く先端は尖
らない ; 触角節は3 <4 ,  5> 6 ; 前胸行の中央要'、
紋はほとんど認められない ; 小概一板の徴毛は黄ない

Ghpa sp
b. 体は太い ; -oの前脛節は直線状 ; 複限に短毛

を組生する ; 尾節板はより短く先端は鋭く尖る ; 触
角節は3 4 ,  5 ∠6 ; 前胸背の中央 fn紋は明陳 ;
小糖板の徴毛は白色一一 G m a l a cc a n a m m'ca
なお, G malaccana ishi gakiana KoNo は上翅
の紋がほとんどすべて白色なことと , 複限にまった
く毛がないことで上記のもの2 つと容易に区別でき,
サタオビハナノミの西表島産も斑紋や形態がきわめ
て似るが, Iii部の斑紋群から下斜め方向へ会合線部
まで延びる白帶が欠けていることで上記のもの3 つ
と区別できる。
これら4 つのものは日本産 GliPa 属の中でも特
異な一群を構成しており, できるだけ近いうちに,
互いの種関係を中心に検討してみるつもりでいる。

(横浜市金沢区)

IE島のクロカナプン
クロカナプンRhomborrhina Pol ita WATERHOU-

SEの分布は本州,  四国,  九州の本島だけに限られ,
その付属島のどこからも記録がない。 今回九州大学
農学部の假原 寛氏の採集品中に鹿児島県願島産の
本種を見出したので記録しておく。

1 6 , 鹿児島県薩摩部下 村手打,  5. viii. 1975,
組原 寛採集。 (国立科学博物館, 黒沢良彦)

- 6 -
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O男女群 島のハネカクシ (ハネカクシ科分布資科
5)
者は最近, 吉田言- 美明氏から同氏が男女群島か

ら採集した甲虫類の l 部を恵与されたが, それらの
中には同群島から未記録のハネカクシの1 種が含ま
れていた。 そこでここに記録し標本を. ｨ与された吉
田喜美明氏の御厚意に報いたい。 なお, 現在まで
男女群島からは男島と女島からそれぞれ Paederus
fuse;Pes CuRTls アオパアリガタハネカクシ唯 l 種
が知られているに過ぎなかった。

Phi1onthus  (Phi1onthus) rectangulus SHARP
カクコガシラハネカクシ

1頭, 男島,  5. vi i i. 1972, 吉田高:美明採集。
(東京農大, 渡辺泰明)

0ハツタアメイロカミキリの新産地
Obrium hattai K. & N. 0HBAYAsHI ハッタア
メイロカミキリの石i i i島以外の記録を?軽者は知らな
い。 'l 者は西表島とり- 那国島でも得ているので, 既
に記録があるかもしれないが報告しておく。

4頭, 西表島白浜,  9. vi. 1972, 入江平吉採集 ;
l頭., 'j:那国島字良部山, l5. v. 1974,  入江平吉
採集。
西表島ではァカメガシワの花をすくって得た。与
那国島では枯技をたたいて得たが, 何の枯技だった
か記t意していない。 (細岡県宇美町, 入江平吉)
0トカラ列島中之島のオビハナノミ属について
l .  コウ トウオビハナノ ミ GliPa malaccana

m mca NOMURA
1 3 2 9 9 , 中之島, 30. vi. 1973, 入江平吉採

集 ; 6 6 2 9 9, 中之島, 12 -15. vii i974, 清
野隆採集.
本亜種の従来の分布は, 伊豆三宅島, 御蔵島, 屋
久島, 美大島, 冲縄本島が知られていた。
2 . ザウテルオビハナノミ GliPa sauteri Pfc

l4 , 中之島, 12 - 15. vil.  1974,  清野隆採
集 ; 1 3中之島, 20. vii i975, 小坂隆採集。
本種の従来の分布は, 屋久島, 美大島, 石1fii島,
台湾が知られ,  トカラ列島は前種とともに今回が新
記録。 他産地産個体と比較して特に形態差は見つか
らない。
3 . トカラオビハナノミ ChPa masafa Xaz  CHuJ
タイプの13 (中之島, 11. vii i960, 佐藤正孝

採集) のみが知られる。
本種は前種およびアヤオビハナノミ G. ohgus加l

CHOJ0 のグループに入るようで,  かって野村鎮氏
(1963) は本種を前種の亜種として扱ったことがある
(その後同氏( l966) は独立種としている) ほどだが,
今回前種が15頭採集されてしかも他産地の個体と特
に差がなかったことから, 少なくとも m asat a k ai

は前種 sauteri とは亜種関係ではないことが明らか
となった。本種を原記載から判断すれば,  トカラ産
の前種とは次の2 点で大きく異なる。

a. 上翅基本の白紋と中央後方の白帶とは会合線
に沿つてっながる (sauteri  はっながらない。 しか
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し石fi lii島産の個体にはつながる傾向のものもある)。
b. 触角第1 節は2節より少し長く ,  5節は4節
より明らかに長い (sautert  は触角第 l 節は2 節よ
り明らかに長く , 約1.5 ~ 1.7 倍,  5節は4 節より
わずかに長く , 約1.1 ~ 1.3 倍)。
本属のだいたいの種は採集される環境に差はない
のにもかかわらず, 前種が今回15頭採集されたのに
本種が l 頭も採集されなかったのは奇妙にすら取れ
るが, 将来の採集に期待したいと思う。
末筆ながら,  目頃から快く資料を提供下さる入江
平吉・ 清野隆・ 小坂隆の諸氏に深く感謝申しあげる。

( r浜市金沢区,  高桑正敏
0上 島から末記録の甲虫類 ( 2 )
現在まで上顧;島から知られているコガネムシ類は,
田中洋海 (LEBEN, 1973, (11) :45-46. ) によっ
て記録された7 種のみで, 後にこの記録は田中 洋
(l西島自然公国候補地学術調査報告◆t : 1974, 43 -

45. ) が引用している。
者は昨年同島を訪れたが, その際採集出来たコ

ガネムシは6 種であった。 しかしこの中のコアオハ
ナムグリ沖 種を除く 5 種は同島から未記録であ
るので, ここに記録しておく。なお, 種々 御教示戴
いた東京農業大学長:虫学研究室の渡辺泰明先生に御
札中しあげる。

1. NipPonosenca similis (LEWIS) カバイロ

ビロウ ドコガネ

5頭, 里, 28 ・29. iv. 1975.
2. A doretus tenu imacu latus WATERHOUSE コ

イチャコガネ
131111, 里, 29. iv. 1975.
3. Anomala Oct iescost ata BURMEIsTER ヒ ラ タ

アオコガネ

12頭, 里, 28. iv. 1975 ; 3頭, 里~市の浦, 30.
iv. 1975.

4. Cetoma pilifera MoTscHULsKY ハナムグリ
10頭, 里, 29. iv. 1975.
5. Nippon0υalgus angustico11is WATERHOUSE
ヒ ラ タ 、 ナム グリ

3頭, 里, 28. iv. 1975 ; l7頭, 里~市の浦, 30.
iv. 1975. (松浦国芸高校, 吉田喜美明)
0石垣島でァオヒメコバネカミキリを採集

ipa'ua man‘0 a HAYASHI, 1968 アオヒメ コ

パネカミキリは西表島産1 頭に基づき記載され, そ
の後西表島以外の産地は知られていなかった。  しか
も, 西表島でも得られている個体数は多くなく ,  2
~ 3頭程度の様である。幸い'基者は, 西表島の他に
同じ八重山話島の石垣島でも採集しているので, 石
t日島を新産地として報告しておく。

l 頭, 石垣島於茂登岳,14. iv. 1973, 入江平吉採集。
この個体はヤェヤマコンテリギの花をすくって得
た。 西表島では1973年4 月 7 日にカンピラの淹付近
で, ナガバイヌツ fの花をすくって1 頭を得ている。
なお, 同時に西表島では本種とは別のやはり EPania
属の種をもう1種得ている。(福岡県字美町. 入江平吉)
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= <紹 介> =

柴田泰利 : 日本産ハネカクシ科日録 ( I )
(.昆虫綱 : 細a日)
( 日大三高研究年報 (19) : 71 -212,1976)
ハネカクシ科はゾウムシ科とともに, 甲虫類の中
では最も大きなグループとして知られている。 しか
し, 日本での研究の進展は遲々 としたもので, 今後
多くの研究者の 出が望まれているが, 通当な入門
書や解説書が存在していないことと関連して研究者
や同好者は数えるほどの存在でしかない。 著者の
田泰利氏はこのような数少ない研究者の一人で, 20
年もの長い間, ハネカクシ科の研究に打込んでこら
れ, 優れた業 を残されてきているが上記の目録も
その一つである。
本日録には日本に産する Micropeplinae, Piesti-

n ae, Proteininae, Omali inae, Ph1oeocharinae,
Pseudopsinae, Oxytelinae, Leptotyphlinae,
Oxyporinae, Megalopsidiinae, Steninae, E u-
aesthetinae 各更科に含まれる247 種が集録されて
いる。 しかし本日録はたんなる種名の羅列だけでは
なく , 従来の目録には見られないような趣向がころ
されている。
各種の synonymy には, 種名にかかわりのある
全ての文献が列記されているばかりでなく , 同定の
便を考慮して monograph が刊行されている場合,
あるいは形態的特徴を示している図や写真が掲載さ
れている場合等の文献も別に示されている。 分布地
についても細かな配慮がなされていて, 各種の模式
産地が示されているのはもとより, 安立綱光 (The
staphyl inid fauna of Japan ; J. TOy0 Univ.
(11) : 166 -200, 1957), 中根猛彦 (ハネカクシ科 ;
原色.Ei虫大図鑑II (甲虫細), 1963 北隆館) 両氏が
挙げている既知産地以外の新たな分布地の出典も併
記されている。 さらに, マク1:'な視野から各群の分
布型を比較対照することが出来るように属全体の分
布城も示されている。
いずれにしても, このような内容を持った目録は
充分な文献渉猟が行われるとともに, 不断の努力の

f重ねがあってこそはじめて成し得ることで, 著者
の労苦には心から敬意を表するものである。 なお,
本日録には日本産ハネカクシの約30%が集録されて
いるに過ぎず, 続;蘭の1 日も早い刊行が待たれる。

第 34 号 (1976年 6 月)

そして日本産ハネカクシ全種類の日録が発行される
ことにより, これが導火線となって多くのハネカク
シ研究者が出現することを著者とともに願うもので
ある。 (東京長大, 渡辺泰明)

甲虫談話会第回採集会のお知らせ 一

長らく の懸案であった採集会を, 会員渡辺徳氏の
お骨折りで, 下記の要領で行うことができることに
なりました。同氏に心から厚くお礼を中し上げたく
存じます。

記
場所 : 宮城県蔵王山かもしか温泉 (頂上直下.
一 約1,100 m)。
日時 : 7 月23(金)~25口(目)。
集合日時場所: 宮城県刈田部蔵王町速刈田温泉パ
ス停留所, 7 月23 日午後3 時20分,  3 時30分に渡
辺氏のマイクロバスに乗車出発の予定。
上野駅9 時発ひばり 3 号または9 時41分発まっし
ま1 号に乗車言駅下車, 駅前より青根温泉行また
は速刈田温泉行パスに乗車, 違刈田温泉駅下車。バ
スは約1 時間間隔ですから上野を早日に出て, 違刈
田あたりで採集も可。 遅れて来られる一ljf ~ 山

形バスに乘車 (違刈田でも乗れます) , 碁河原下車,
これより徒歩約40分。
費用 : 速刈田までの連賃は各自負担, かもしか温

泉の宿泊費は2,500円 (一泊3 食付)。
なお, かもしか温泉付近は国立公国内ですので,
植物採集はご速慮下さい。 温泉は審河原から徒歩約
40分かかりますが, 荷物はリフトで連般します。途
中でも十分採集できます。 また, 温泉は自家発電で
すが, 夜間採集の設備は整っています。
一ご参加の方はlf1、沢良彦 (東京都新宿区百人町,
3 - 23 - l , 国立科学南物館分館) に7 月17 日まで
に電話または郵便でご連絡下さい。

甲虫談話会
会費 ( l カ年) 1000円, 次号は9 月中旬発行予定,

投稿 切は8 月15 口。
発行人 黒沢良彦
発行所 甲虫談話会 東京都台束区上野公国

国立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 60664

昆虫の器具は「志資昆虫」へ
日本ではじめてできた有頭 虫針! !
1 , 2 , 3 , 4 , 5号 (各号 100本 160円)
なお, 無頭針00号もできました。その他, 採集・
標本整理用各種器具も取摘えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 丁目7 - 6
電 話 (.03) 409 - 6401 (ムシは一ばん)
振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社

タッミの昆虫採

ト'イッ型標本箱 木製大 ￥ 4, 500, 桐合板
製インロー型標本箱中￥1,400, 送料一箱につき
都内及第一地帶 : 3簡以下￥1,200, 4 個以上￥850
(以下同様) , 第2 地帯￥1,400, ￥950, 第3 地帯
￥1600, ￥1,050・ 其他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 ( ￥140)

タ ツ    ミ   製 作 所
〒 113 東京都文京区湯島 2-21-25
電 話 (03) 811 -4547


